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問題に関する 最近の動 
一目 然 現象か人為的影響か 古くて新し し ，問題の解決に 向けて 一 

0 山本性 香 ( 文科 省 。 科学技術政策研 ) 

2006 年春、 ほ年ぶ穏こ 猛威をふるい、 中国では死者が 

出るほどの被害をもたらした 黄砂だが、 日本人にとっては、 

春一番と比に 春の風物詩 れづ のどかなイメ - ジがあ る。 

年にかけて、 黄砂現象の観測回数が 

の最大値を 3 年連続で更新したことや、 こ 

まで観測の少なかった 北日本や秋口にも 観測されるなど。 

近年、 黄砂現象への 社会的な関心が 高まりつつあ る。 

- 方で、 黄砂現象は発生成の 自然災害としづ 側面ととも 

に、 黄砂が輸送される 地域の大気環境や 地球規模の気 

候への影響など 様々な側面をもった 現象であ ることがわ 

かってきた㈹。 

黄砂は従来、 自然現象と考えられていたが、 中国等に 

おいて被害が 急激に拡大していることから、 人為的な要 

因も大きく影響しているとの 指摘もあ り、 より詳細な現象解 

明が求められている。 しかし、 現時点では、 黄砂そのもの 

の 物理的。 化学的な性質等について、 充分な解明はなさ 

れていない。 

黄砂は、 中国大陸内陸部のタクラマカン 砂漠や黄土高 

原。 中国からモンゴルにかけて 広がるゴビ砂漠などの 乾 

燥。 半 乾燥地域で、 風によって数千メートルの 高度にまで 

巻き上げられた 土壌。 鉱物粒子が偏西風に 乗って拡散し、 

日本をほじめ 東アジア、 西太平洋地域などに 飛来し。 大 

気中に浮遊あ るいは降下する 現象であ る。 

では 大気中に浮遊する 物質の濃度を 基準として 3 段階に 

分類し黄砂警報等を 発表しており、 外出禁止が発令され 

る場合もあ る。 - 方 、 中国では。 「砂塵 暴 天気」として 5 段 

階 に分類し、 風の強さと 程 距離による濃度が 大きさの 程 

度を表わす基準となっており、 砂塵 暴 ( 嵐 ) 被害とレウ認識 

がなされている。 

黄砂の発生のメカニズムは。 温帯低気圧活動に 伴って 

おり、 高気圧から低気圧中心や 前線 帯 へ向けて強風が 吹 

いている地域で、 砂塵の巻き上がりが 盛んに起きることに 

よって黄砂現象が 始まる (3 Ⅹ図工参照 ) 。 

日本の気象庁でほ、 黄砂の発生、 飛来する量は。 ③ 乾 

燥 状況や植生。 積雪など発生成の 土壌の状態、 ⑮発生 

成における、 砂塵を吹き上げる 強風の有無、 ③偏西風の 

状態、 の 3 点が主に影響するが、 どの要素が優位に 働く 

のかれわた詳細なメカニズムほいまだ 不明としている。 

黄砂 ぬづ 単語は、 日本および韓国では 使われている く図 Ⅱ黄砂発生メカニズム メ 4) 

が、 中国では一部の 研究者を除いて、 行政官庁および - 

般には使われていない 2) 。 

日本の黄砂は、 大気現象として 大陸の黄土地帯で 吹き 大気中の黄砂粒子は、 その多くは単純な 鉱物粒子だけ 

上げられた多量の 砂塵が飛揚 し 天空を覆った 状況と大気 から成るのではなく、 粘土鉱物の構成粒子が 相互に凝集 

現象に伴 う 視程の低下れ づ 現象で認識されている。 韓国 したもの。 あ るいは石英や 長石などの 粒 度の粗い粒子の 
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表面に粘土鉱物が 付着した粒子から 成るとされているじ。 

日本まで到達する 黄砂の粒径の 分布は、 直径 4 

を こ ピークを持っている 4) 。 

黄 % ま、 年 @ を通して日本列島に 飛来しているが、 - 般 
的に三月～ 5 月に多く観測さ @ ゐ 。 

従 莱から、 発生源地域のゴビ ( 中国およびモンゴルの 砂 

礫 砂漠 )" 黄土高原 " 河西回廊などの 半 乾燥地でほ冬季 

に降雨が少ないこと。 および冬から 早春まで植生がなして 

と ") ヵ ま 。 土壌粒子の舞， @ 上がりやすい 条件とされている。 

黄砂問題は。 影響を受ける 北東アジア地域の 国々での 

共通した課題であ るが、 発生源からの 距離が近いほど。 

その被害は大きい。 

①中国における 砂塵 暴 大気力まもたらす 被害の事例 

国内に発生域を 抱える卒園では、 降塵 現象 れづ よ性 

強風を伴った 砂塵風 ぬウ 気象災害として 認識されてい 

る " 近年では、 1 緩 3 年 b 月に中国北西部に 発生した砂塵 

嵐が、 人や家畜に対する 被害としてぼ 最大であ った。 こ 

のときの被害の 多くが、 家屋の倒壊、 線路の埋没。 電柱 

や樹木の倒壊、 耕地。 果樹園の埋没 ヨ めた農作物への 

被害などであ った㈲。 

②韓国における 黄砂の被害の 事例 

韓国では。 黄砂 簗 象の発生により 大気中の浮遊粒子状 

物質の濃度がしばしば 環境基準値を 超え、 黄砂現象は 

深刻な大気環境問題として 認識されてひ   
時にほ、 社会経済面に 甚大な被害が 

報告され。 黄砂を原因として 幼稚園、 小中学校。 高等学 

穏校 に開校以来はじめて 休校合が出された㈲。 

③日本における 黄砂の被害の 事例 

日本での被害は、 浮遊粒子状物質による 大気汚染、 視 」 

程の悪化による 飛行機の 行障害、 自動車や洗濯物へ 

の 黄砂粒子の付着などが 主なものであ る㈲。 

一 l 

黄砂の影響は、 多様化している ( 表工参魁 。 

く表お黄砂の 影響 ノ (,) 

①黄砂の健康への 影響 

中国の医療専門家は、 砂塵は人体の 呼吸器系統に 対し 

て " 最大の危害を 与えるものであ ると報告している " また、 

血管系疾患および 気管支疾患が 原因の 

死亡率が高くなったれ づ 疫学調査報告があ る㈹。 日本は。 

最近、 黄砂が花粉症や 気管支ぜんそくなどのアレルギ - 

症状を悪化させるといったことがマウス 実験で確認され、 

健康への影響が 注目され始めている。 

②黄砂と 綾睦雨 問題との関係 

最近、 中国から日本庄飛来する 

J3 や硫黄酸化物 (S ⑪ ") な 

大気汚染物質を 多く吸着していることが 観測により明らか 

にされつつあ る。 

③黄砂と海洋微生物生態との 関係 

黄砂 は 、 太平洋へ 0) ミネラル。 栄養塩の供給れ づ 効果 

を 持つ㈲ ぬづ 報告があ る。 

④地球規模の 環境問題との 関係 

黄砂は近年。 地球環境問題の -- つとして注目を 集める 

よ 鬨 こなってきている。 黄砂粒子は太陽光を 散乱したり吸 

収したりする 効果をもち、 地球の気温に 影響を及ぼす 重 

要 な要因 (@- つではないかと 考えられるよ 引 こなってきた 

ためであ る。 

黄砂問題は 、 国によって認識の 程度は異なる。 モンゴ   

  



ル においては、 砂の移動が直接地域住民の 生活基盤を 

脅かして レ 、 姦 中国でほ。 死者が出るほどの 重大な被害 

が出ており、 また、 土地劣化や砂、 漢 化の問題として 強く % 、 

議されている。 韓国は、 日本と同様 " 国内に発生源を 持 

たな レ 憶のの、 気象災害としての 側面が注目さ 牙山 てレ 、 る " 

日本の場合、 国民レベルでは、 視程の悪化。 自動車や洗 

濯物への付着程度であ るが、 研究者レベルで は 、 大気汚 

染 の一種とし - ての認識が強い。 

黄砂対策は。 発生源地域における 対策と影響地域にお 

ける対策 偲 @ こ 分けて考える 
発生源地域は。 黄砂が発生する 地域とその周辺で、 黄 

砂などに よ る直接的な影響を 受ける地域であ り " 中国内陸 

部と モンゴルが対象であ る。 一方、 影響地域 @ ま 。 発生源か 

らは距離があ るものの黄砂の 影響を受け、 その影響は申 

長期的な気候や 環境の変化を 通して顕在化すると 考えら 

れる地域であ り、 日本、 韓国、 申同沿岸部が 主な対象地 

域であ る㈲。 

また、 黄砂対策にほ、 短期的な対策であ る予報。 警報と、 

長期的な対策であ る発生源地域の 生態系の保全などが 

考えられる。 

⑧発生源地域での 対策 

発生源地域においては。 砂塵の舞い上がりを 減らすた 

めに、 黄砂の発生を 抑制する植生保全や 土地利用の変 

更など " 長期的な観， 庶力 、 ら 実施される対策が 重要であ る。 

②影響地域での 対策 

影響地域でほ、 黄砂による被害を 低減させることが E 的 

となる，まず。 黄砂の予報や 警報を行 う ことが重要であ り 

国によって情報の 内容 は 異なる " 現在日本では「黄砂， h ぎ 

韻」㈲、 韓国でほ「黄砂予報」 " 中国でぼ「砂塵寒天気予 

報」がそれぞれ 出されている " 

  一 

黄砂の発生をいち 早くとらえ。 その発達状況や 移動状況 

①黄砂モニタリンバ 

現在。 黄砂現象の解明および 今後の予測を 目的として 

棲 みなモニタジンバ 手法があ る " 具体的には、 リモートセン 

シングのような 連続計測と、 黄砂粒子を実際にサンプリン   バッチ計測があ る。 連続計測で 

ほ 主として光学 特 ， 随 的 性状が、 バッチ計測では 主 

として ィ V, 学的性状が把握できる㈹。 

②黄砂輸送 モヂル 

黄砂の発生。 輸送を予測し、 黄砂の飛来を 予報するため 

には、 黄砂輸送モデルによるシミュレーションが 必要とな 

る 。 黄砂の飛 莱 に関する輸送 モヂ % ま、 基本的に気象 モ 
テ ル と 発生源モデル、 移流拡散モデル ( 場合に辞沈着 

モデル ) から成って ぃ み助。 結果は、 気象情報に利用され 

るほか、 発生源の推定や 将来の気候変動への 影響の予   
現在。 環境省 は じめ気象庁。 農林水産省、 林野庁など 

関係省庁でほ 様 方な施策が実施されてい 6 まか、 様 みな 

研究所や大学において " 黄砂に関する 研究が進められて 

的 年明には、 外務省、 文部科学 省 、 農林水産 

庁、 気象庁。 環境省で 

関する関係省庁連絡会議が 設置され だ 3) 。 

②国際協力体制 

黄砂は、 国境を超えた 環境問題であ ること力も、 中国、 

韓国 " モンゴル ぬ わた関係各国や 国際機関との 協力。 

協調が重要であ る。 

。 A めほ一 G じ ㌃黄砂対策プロジ ヱタト @3) 

6 年明に力、 @ サ て 、 地球環境ファシ リ テ 

イー (GE 目の予備的調査の 一 っとして、 国連環境計画 

仙 凶軋用 、 国連アジア太平洋経済社会委員会 ゆ 

A 目 。 国連 砂 、 漠化 対処条約事務局 (UNCC 

開発銀ィで (AD 回の在国際機関と 日本、 申 国 。 韓国。 モン 

ゴルのめ国により 実施ぎれ だ 共同プロジェクトであ る。 

を 把握するために、 中国大陸北西部から 日本列島に至る 

広い範囲で " 国際的な黄砂モニタリンバネットワークの 整 

備が始められている。 研究手法としては、 大きく分けて 以 

下の 2 点が考えられる。 

山中韓三 ケ国 環境大臣余命， : 

第 在国環境大臣会合 (20 2 年 は月 ソウル ) において。 ニ ケ 

国で黄砂モニタリンバ 強化や国際機関との 連携を図ること 

が合意され、 第 6 同会合 (2004 年 は月 東京 ) では。 日中韓 

  



ニ ケ田の環境大臣にモンゴル 自然環境大臣および ADB 

一 G 江 F 黄砂対策プロジェクトを 実施している 4 国際機関を 

加え、 黄砂問題に関する 閣僚級会合が 行なわれた。 

。 ，国間協力 (3) 

6 年から日中友好環境保全センターと 日本の国立 環 

境 研究所との協力プロジェクトが 実施され、 砂漠地帯。 乾 

燥地帯での現地調査、 黄砂標準試料の 作成、 黄砂の粒 

径分布、 モニタリンバネップークの 構想、 黄砂計測方法等 

の研究を行った。 

年には日中共同 ADECU ぬ 。 

act) プロジェクトが。 日本 

側は気象研究所。 中国側 は 中国科学院傘下 v) 研究所が 

中心となって、 風選ダストの 気候への影響を 調査する目 

的で研究協力が 行われた。 

黄砂が環境や 産業などに 字 える短期的かっ 直接的な影 

響は比較的明らかになっている ； ; 、 気候変動に関連する 

ような長期的影響や 黄砂の物質循環に 関連する影響につ 

いてはまだ明らかでない 部分が多い " そのため。 今後、 日 

本の黄砂問題に 対する取組みとして、 現象の解明、 モニ 

タリング。 対策等が基本戦略として 重要となってくる。 

築 

的な推進のためには、 まず。 

では、 省庁間の連携を 進めることが 重要であ り、 2 

肩 に設置された、 黄砂対策に関する 関係省庁連絡会議の 

機能を充実させていくことが 必要であ る。 一方。 黄砂に関 

する研究は。 大学などの研究 闇 で取組まれてきたが、 

今後 " 行政と研究機関との 情報交換を頻繁に 行い、 緊密 

な連携を取ることが 必要であ る。 

黄砂は、 越境環境問題であ ることから、 関係各国の協 

調 。 協力も不可欠であ る。 特に、 発生源対策および 黄砂予 

報に有効なモニタリンバを 行うためには、 多国間連携が 必、 

要となる。 各機関が所有している 黄砂関連データの 共有 

化を図り、 黄砂モニタリンバネットプークを 確立し、 各国の 

効果的な黄砂対策に 資することが 国際協調を促進すると 

考えられる。 

特に、 黄砂発生源地域の 住民や地方公共団体 (W 技術 

者などを対象に、 黄砂問題に関する 基礎的な知識の 習得 

や普及を図ることが、 黄砂対策を効果的に 進める上では 

最も重要であ る。 

堆 

黄砂現象はリアルタイムでの 情報収集が重要であ り、 必 、 

要とされる ャ冑報は 、 気象データ、 地表面データ。 

等冬樹 こ 渡り、 その情報の収集。 所有も複数 

たがっている。 そのため。 各国の研究機関が 個別に所有 

している黄砂関連データの 共有化や共同研究などによっ 

て、 効果的な黄砂対策を 図っていくことが 重要であ る。 ま 

た、 黄砂対策にけ、 目的に応じて、 短期的。 一時的な対策 

と。 長期的。 恒常的な対策が 考えられる。 特に、 黄砂発生 

源地域における 抑制対策は喫緊の 問題であ り、 早急な対 

応が必要であ る。 

今後、 北東アジアの 生産活動が活発化していくにした 

力 ; って、 黄砂現象と社会。 経済との関係が 現在よりも密接 

になってくることが 予想される。 そのため、 黄砂現象による 

経済活動や生産活動への 影響評価に目を 向けていくだ、 

要があ る。 今後の取組みとしては、 まずは気候。 環境、 健 

康 影響。 産業等にカテゴリーを 明確に分け、 次にこれらの 

複合影響や複合対策効果などを 評価。 検討していくことが 

必要であ る。 

参考文献 
は ) 気象庁ほ 005): 「近年における 世界の異常気象と 気候変動 - そ 
の実態と見通し 一」 ( 通称 : 異常気象レポート 2005): 
無 tp:/Wwww.d 痴 a. 隠甑 ou.go.jP ん乙， ， nt 。 ㎏由典もた 五ぬ ateC 

㎎ e 佗 005/ind 。 娃 ・ ヒ鱒正 
( 輔君 坂 泰信⑫ 006): 「黄砂その謎を 追 う 」紀伊國 屋書店 
(3) 黄砂問題検討会 は 005):r 黄砂問題検討会報告書」 : 
眈が //www.e 沖棚 0.3p ね arth7%"/r 。 p0 れ 702 ゐ ぬ蕊 x.html 

㈹ ) 環境省 @ 黄砂パンフレソト」 : 

h もも p'. 膝 ， ww." 憶絆 ・， ip ね a 沌鮭お s/pa 面 p は p 田細 O.p は 
(5) 気象庁。 黄砂情報ぺ ー ジ : 

ht 五 %//w 靭 w. 油ゑ 笘 o.JP な辞 八る osa@ ㎞ 曲 x.ht, ㎡ 

(6) 此 春佳 香 ⑫ 006): 「黄砂現象に 関する最近の 動き 一 自然現象 
か人為的影響か 古くて新しい 問題の解決に 向けて -- 」科学技術 

動向 Nn.f64 文部科学 省 科学技術政策研究所 

  風 速 ダストとは、 大気中に浮遊し、 輸送される粒子状物質 

  


